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山
又
造
名
誉
教
授
と
詩
人
で
元
音
楽
学
部
教
授

の
大
岡
信
氏
が
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
。

◆
中
林
忠
良
教
授
が
紫
綬
褒
章
を

受
章

平
成
十
五
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、
本
学
絵

画
科
の
中
林
忠
良
教
授
（
銅
版
画
）
が
紫
綬
褒

章
を
受
章
さ
れ
た
。

◆
平
山
郁
夫
学
長
が
朝
日
賞
を

受
賞

一
月
一
日
、
平
山
郁
夫
学
長
が
、
画
家
と
し

て
の
長
年
の
業
績
と
、
文
化
遺
産
保
存
へ
の
国

際
的
貢
献
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
度
の
朝
日

賞
（
財
団
法
人
　
朝
日
新
聞
文
化
財
団
主
催
）

を
受
賞
し
た
。

◆
中
西
夏
之
氏
が
毎
日
芸
術
賞
を

受
賞

一
月
一
日
、
昨
年
三
月
に
退
官
し
た
中
西
夏

之
元
美
術
学
部
教
授
（
油
画
）
が
、
特
に
優
れ

た
芸
術
的
成
果
を
上
げ
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら

れ
る
第
四
五
回
毎
日
芸
術
賞
（
03
年
度
／
毎
日

新
聞
社
主
催
）
を
受
賞
し
た
。

◆
音
楽
学
部
六
教
官
退
官
記
念

演
奏
会
を
開
催

一
月
二
十
九
日
、
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指

定
保
持
者
の
野
村
四
郎
教
授
（
能
楽
）
が
、
学

内
能
ホ
ー
ル
に
お
い
て
退
官
記
念
演
奏
会
を
開

催
し
た
。
ま
た
、
昨
年
十
一
月
九
日
に
有
賀
誠

運
　
営

NEWS
2003.11～

2004.2

こ
こ
十
年
あ
ま
り
、
行
政
改
革
を
は
じ
め
と
し
て

各
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
等
教
育
分
野
に
お
い
て
も
、
臨
時
教
育
審
議

会
や
大
学
審
議
会
等
で
大
学
改
革
に
関
す
る
審
議
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
立
大
学
の
法
人
化
が
本

格
的
に
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
一
年

四
月
に
「
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い
て

は
、
大
学
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
大
学
改
革
の

一
環
と
し
て
検
討
し
、
平
成
十
五
年
ま
で
に
結
論
を

得
る
」
と
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
法
人
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
前
倒
し
と
な

り
、
当
初
予
定
よ
り
若
干
早
く
、
昨
年
七
月
国
立
大

学
法
人
法
が
成
立
し
、
今
年
四
月
よ
り
国
立
大
学
は

国
立
大
学
法
人
と
な
り
ま
す
。
芸
大
も
国
立
大
学
法

人
東
京
芸
術
大
学
と
し
て
新
し
く
出
発
い
た
し
ま
す
。

法
人
化
と
い
う
と
、
民
営
化
す
る
の
か
と
い
う
疑

問
を
お
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
算
は
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、

運
営
費
交
付
金
と
い
う
形
で
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

で
は
何
が
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
運
営
組
織

何が変わるのか
「大学法人化」

◆
パ
キ
ス
タ
ン
・
国
立
ラ
ホ
ー
ル

芸
術
大
学
と
の
交
流
に
関
す
る

懇
談

十
二
月
二
日
、
学
長
室
に
お
い
て
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
国
立
ラ
ホ
ー
ル
芸
術
大
学
長
サ
イ
ー

ダ
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
（S

ajida
V
andal)

女
史
と

平
山
郁
夫
学
長
ほ
か
五
名
が
、
本
学
と
国
立
ラ

ホ
ー
ル
芸
術
大
学
と
の
交
流
及
び
交
流
協
定
締

結
に
関
し
て
懇
談
し
た
。

昨
年
三
月
、
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
国
交
樹
立

五
十
周
年
記
念
式
典
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
開
催
さ

れ
た
際
、
学
長
同
士
に
よ
る
交
流
に
関
す
る
意

見
交
換
を
行
い
、
こ
の
度
、
本
学
の
招
へ
い
に

よ
り
同
学
長
ほ
か
一
名
が
本
学
を
訪
問
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
、
十
一
月
二
十
九
日
か
ら

十
二
月
四
日
ま
で
の
滞
在
中
、
本
学
関
係
教
官

と
の
懇
談
や
施
設
等
の
視
察
並
び
に
国
際
交
流

基
金
訪
問
や
都
内
美
術
館
等
を
視
察
し
た
。

◆
音
楽
学
部
学
生
と
中
学
生
が

奏
楽
堂
で
共
演

本
学
音
楽
学
部
が
地
域
交
流
を
図
る
目
的
で

始
め
た
御
徒
町
台
東
中
と
の
合
同
演
奏
会
は
、

今
年
で
三
回
目
。
芸
大
生
に
よ
る
指
導
と
練
習

を
重
ね
た
中
学
生
と
音
楽
学
部
学
生
の
演
奏
に

対
し
て
、
会
場
を
埋
め
た
聴
衆
か
ら
惜
し
み
な

い
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
た
。
入
場
者
数
は
八
〇
〇

人
。
音
楽
学
部
で
は
、
こ
の
事
業
に
八
二
名
の

教
官
・
学
生
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
当
日
は
四

九
名
の
学
生
と
約
六
〇
名
の
中
学
生
が
演
奏
に

参
加
し
た
。

◆
文
化
勲
章
、
本
学
教
授
を

歴
任
し
た
二
名
が
受
章

平
成
十
五
年
十
一
月
三
日
、
日
本
画
家
の
加

受
　
章
・
受
　
賞

交
　
流

が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
教
授
会
が
大
学
運
営
の

中
心
で
、
最
高
議
決
機
関
と
し
て
評
議
会
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
法
人
化
後
は
学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、

学
長
の
下
に
「
役
員
会
」
が
置
か
れ
、
そ
れ
を
補
佐

す
る
組
織
と
し
て
、「
経
営
協
議
会
」(
主
に
大
学
の

経
営
面
を
審
議)

と
「
教
育
研
究
評
議
会
」(
主
に
教
育

研
究
面
を
審
議)

が
置
か
れ
ま
す
。
役
員
会
に
は
学
外

理
事
が
一
名
以
上
、
経
営
協
議
会
に
は
学
外
有
識
者

が
半
数
以
上
配
置
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
社
会
の
ニ

ー
ズ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
運
営
組
織
改
革
に
よ
り
、
学
長
は

大
学
運
営
の
最
高
責
任
者
と
し
て
大
き
な
権
限
を
持

つ
と
同
時
に
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
大
き
な
責
任
が

問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
業
績
が
上
が
ら
な
い

場
合
、
学
長
解
任
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
す
。

次
に
、
各
国
立
大
学
法
人
は
、
文
部
科
学
大
臣
が

示
す
六
年
間
に
わ
た
る
中
期
目
標
に
基
づ
き
、
そ
れ

を
実
行
す
る
中
期
計
画
を
立
て
ま
す
。（
註
）
こ
の
中

期
計
画
の
達
成
度
が
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
と

©鈴木薫
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美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
に
加
え
、
今
年
か

ら
大
学
院
美
術
研
究
科
絵
画
（
壁
画
）
専
攻
や

音
楽
学
部
音
楽
環
境
創
造
科
の
学
生
が
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。

◆
創
作
展
か
ら
ア
ー
ト
パ
ス
へ

毎
年
、
学
生
を
主
体
と
し
て
本
学
取
手
校
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
「
創
作
展
」
が
、

今
回
か
ら
「
ア
ー
ト
パ
ス
取
手
」
と
名
称
を
変

更
し
て
、
十
二
月
三
日
〜
七
日
（
一
般
公
開
十

二
月
五
日
〜
七
日
）
ま
で
行
わ
れ
た
。

従
来
の
「
創
作
」
の
文
字
で
は
お
さ
ま
り
き

ら
な
く
な
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
。"path"

と
い
う
言
葉
が
、
小
道
、
踏
み
跡
、
進
路
、
軌

道
、
方
針
と
い
っ
た
広
く
と
ら
え
ら
れ
る
意
味

合
い
を
持
っ
て
お
り
、
芸
大
取
手
校
地
を
表
現

す
る
の
に
適
当
と
し
て
変
更
さ
れ
た
。

◆
實
相
寺
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
長
、

監
督
の
立
場
か
ら
講
演

一
月
二
十
九
日
、
附
属
図
書
館
閲
覧
室
に
お

い
て
、
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
教
授
で
實
相
寺
昭

雄
同
セ
ン
タ
ー
長
が
、「
私
と
芸
術
〜
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
の
監
督
か
ら
〜
」
と
題
し
て
、
講
演
を

行
っ
た
。
上
野
浩
道
附
属
図
書
館
長
が
、
美
術
、

音
楽
両
楽
部
に
共
通
す
る
映
像
分
野
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
学
生
、
一
般
向
け
に
企
画
し
た
も

の
で
、
本
学
図
書
館
で
は
初
の
試
み
。

實
相
寺
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」、

「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
や
、「
無
常
」「
帝
都
物

語
」
な
ど
を
監
督
し
、
舞
台
オ
ペ
ラ
演
出
、
著

作
な
ど
で
も
活
躍
中
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
撮
影
の
裏
話
を

交
え
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
で
答
え
、
会

場
を
埋
め
た
聴
衆
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

を
受
け
て
い
た
。

門
教
授
（
打
楽
器
）
が
奏
楽
堂
で
、
二
月
十
九

日
に
は
辛
島
輝
治
教
授
（
ピ
ア
ノ
）
が
学
内
第

六
ホ
ー
ル
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
退
官
記
念
演
奏

会
を
開
催
。
さ
ら
に
、
三
月
二
十
一
日
に
は
、

嶺
貞
子
教
授
（
声
楽
）、
鈴
木
寛
一
教
授
（
声

楽
）、
實
相
寺
昭
雄
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
長
の

退
官
記
念
演
奏
会
が
奏
楽
堂
で
行
わ
れ
る
予
定
。

◆
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
0
3
の
開
催

取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
育
成
の
場
と
機
会
を
提
供
し
、
市

民
の
ア
ー
ト
に
対
す
る
関
心
と
意
識
を
高
め
、

地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
活
性
化
を
促
す
こ

と
に
よ
り
、
関
係
諸
機
関
お
よ
び
市
民
が
相
互

協
力
し
て
、
ア
ー
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
可
能
な
仕
組
み
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
一
九
九
九
年
か
ら
取
手
市
、
市
民
、
地

元
企
業
、
本
学
先
端
芸
術
表
現
科
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
継
続
的
に

進
め
て
い
る
文
化
事
業
。

五
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
本
学
の
学
生
・

卒
業
生
や
地
元
作
家
な
ど
取
手
在
住
作
家
が
ア

ト
リ
エ
を
公
開
し
た
り
、
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
ア
ト
リ
エ
に
見
立
て
展
示
や
公
演
を
行
う

「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オin

取
手
」
を
メ
イ
ン
に
、

取
手
駅
付
近
の
高
架
下
壁
面
に
学
生
と
市
民
の

協
働
に
よ
り
壁
画
を
描
く
「
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
演
出
家
の
宮
城
聰
氏
を
迎
え
た
公
開
授

業
な
ど
を
実
施
し
た
。

毎
年
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
る

大
学
評
価
学
位
授
与
機
構
等
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
そ
れ
以
後
の
運
営
費
交
付
金
の

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
中
期
目
標
を
示
す
と

は
い
っ
て
も
、
大
臣
が
実
際
に
全
て
の
大
学
に
つ
い

て
の
目
標
を
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
れ
で
は
各
大
学
の
独
自
性
が
活
か
さ
れ
ず
、

自
律
・
独
立
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
各
国
立
大
学
法
人
が
そ
れ
ぞ

れ
中
期
目
標
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
文
部
科
学
大
臣
が
中
期
目
標
を
決
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
中
期
目
標
・
中
期
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員

会
が
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

大
学
運
営
に
必
要
な
資
金
は
運
営
費
交
付
金
の
他
、

教
育
研
究
に
関
連
し
た
事
柄
で
あ
れ
ば
、
大
学
独
自

の
資
産
を
活
用
し
た
事
業
収
入
を
資
金
と
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
す
。
授
業
料
、
検
定
料
の
ほ
か
、

芸
大
で
い
え
ば
美
術
館
や
奏
楽
堂
の
展
覧
会
・
演
奏

会
収
入
等
も
今
ま
で
は
国
庫
金
と
し
て
国
に
納
め
て

い
た
の
が
、
大
学
の
収
入
と
し
て
直
接
活
用
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
従
来
、
大
学
予
算
は
、
大
学
の

規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
、
特
別
な
事
柄
は
必
要
に

応
じ
て
申
請
す
る
仕
組
み
で
し
た
が
、
今
後
は
、
運

営
費
交
付
金
と
し
て
ひ
と
く
く
り
さ
れ
た
渡
し
切
り

費
に
な
る
の
で
、
そ
れ
以
上
の
事
業
の
た
め
に
は
、

産
学
連
携
と
い
っ
た
外
部
資
金
導
入
な
ど
、
大
学
が

積
極
的
に
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
会
計
シ
ス
テ
ム
も
、
民
間
企
業
と
同
じ
企

業
会
計
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、
予
算
の
使
い
道
に
今
ま

で
の
よ
う
な
使
途
区
分
に
よ
る
縛
り
が
な
く
な
る
反

面
、
経
常
経
費
削
減
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な
経
営
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

教
職
員
の
身
分
で
す
が
、
国
立
大
学
法
人
の
職
員

と
し
て
公
務
員
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
公
務
員
で
な

く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
長
に
外
国
人
を
迎
え
る

こ
と
や
、
兼
業
規
制
の
緩
和
等
が
可
能
と
な
る
反
面
、

今
ま
で
の
よ
う
な
身
分
保
障
は
な
く
な
り
、
雇
用
者

と
労
働
者
と
い
う
関
係
に
な
り
ま
す
。
非
公
務
員
化

に
伴
い
、
適
用
さ
れ
る
法
律
が
変
わ
る
た
め
、
就
業

規
則
や
安
全
衛
生
規
則
な
ど
の
諸
規
則
も
整
備
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
芸
大
に
お
い
て
は
、
教
員
も

今
ま
で
の
よ
う
に
単
な
る
終
身
雇
用
で
は
な
く
、
一

定
の
期
間
ご
と
に
業
績
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

芸
大
で
学
ぶ
志
を
持
っ
た
人
に
と
っ
て
最
も
関
心

の
あ
る
入
学
料
・
授
業
料
で
す
が
、
来
年
度
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
検
定
料
に
つ
い
て
は
引
き
上

げ
の
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
入
学

料
・
授
業
料
は
今
ま
で
も
毎
年
交
互
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
引

き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

法
人
化
は
、
国
立
大
学
に
と
っ
て
新
制
大
学
発
足

以
来
の
大
変
革
で
す
。
学
生
に
と
っ
て
、
す
ぐ
に
目

に
見
え
る
よ
う
な
大
き
な
変
化
は
な
い
と
は
い
え
、

法
人
化
は
芸
大
に
と
り
未
知
数
の
こ
と
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
運
営
費
交
付
金
も
、
一
％
程
度
は
削
減
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

法
案
成
立
後
の
準
備
期
間
も
極
め
て
短
く
、
教
職
員

に
は
今
ま
で
の
発
想
を
切
り
替
え
、
一
体
と
な
っ
て

運
営
に
当
た
る
覚
悟
が
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

法
人
化
を
契
機
と
し
て
、
芸
大
は
今
ま
で
以
上
に
芸

術
文
化
伝
承
と
創
造
の
拠
点
と
し
て
飛
躍
し
て
い
く

こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。

﹇
注
記
﹈

(

註)

各
国
立
大
学
の
中
期
計
画
の
素
案
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/houjin/index.htm

訂
正
と
お
詫
び

前
号
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
乗
っ
た
芸
大
」
第
７
回

挿
図
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
稗
田
一
穂
」（
誤
）→

「
蓮
尾
辰
雄
」（
正
）。




